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図 1：JILa の構造と推定作用機構 

 
 

Figure1. JA-Ile 及び JA-Ile-macrolactone (JILa), 
12OH-JA-Ile の化学構造 
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植物ホルモン(+)-7-iso-Jasmonoyl-L-isoleucine（JA-Ile）は、F-box タンパク質 COI1 と転写リプレ

ッサーJAZ との間にタンパク質間相互作用（PPI）を誘起し、外敵への防御応答誘導と引き換えに、

植物の生長を阻害する。それに対し、近年 JA-Ile 誘導体 JA-Ile-macrolactone（JILa）が、タバコ野

生種（Nicotiana attenuata）に対して、虫害耐性のみを亢進するという興味深い報告があった 1,2。そ

こで本研究では、タバコと同じナス科のモデル植物トマト（Solanum lycopersicum）を用いて JILa の特異

な生物活性およびその作用機構の解明を目指した。 
生物活性試験の結果、JILa がトマトに対して生

長抑制を引き起こすことなく外敵忌避活性をも

つステロイドアルカロイド配糖体である Tomatine
の生合成を亢進することを見出した。さらに、虫

害防御応答試験により、JILa がトマトの SlCOI1
依存的に虫害防御応答を誘導することが明らか

になった。また、遺伝子発現解析の結果より、JILa
が JA 応答の一部を選択的に誘導することが確認

された。これらの結果は、JILa が生長阻害の経路

を動かすことなく、Tomatine 生合成および虫害防

御応答の経路を誘導することを示唆している。そ

こで、上流の SlCOI1-SlJAZ 共受容体との結合の選

択性について評価系を構築し、検証を行った。そ

の結果、JILa はどの SlCOI1-SlJAZ 共受容体とも

結合が見られなかった。その一方で、その加水分

解体 12OH-JA-Ileは特定の SlCOI1-SlJAZ共受容体

に選択的に結合することが明らかになった。得ら

れた結果は、JILa の活性本体がその加水分解体

12OH-JA-Ile であることを示唆している。 
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